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「
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ス
ト
セ
ン
タ
i
」

在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州

（
国
9
°
。
什
≦
，
①
ω
け
O
①
曇
霞
）

山
　
内
　
健
　
治

　
二
〇
〇
二
年
度
の
長
期
在
外
研
究
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
、
私
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
政
府
研
究
所
「
イ
ー
ス
ト

ウ
ェ
ス
ト
セ
ン
タ
i
」
〈
団
U
蝉
ω
け
　
♂
く
Φ
ω
侍
　
畠
O
①
コ
け
Φ
「
〉
（
以
下
同
研

究
所
）
の
客
員
研
究
員
と
し
て
、
一
年
間
の
研
究
生
活
を
お
く

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
当
初
の
研
究
課
題
は
「
移
民
と
戦
争
の
記
憶
」
で
あ
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
国
際
政
治
学
、
国
際
経
済
学
、
環
境
、
人
口

問
題
、
社
会
人
類
学
を
中
心
に
全
米
か
ら
派
遣
さ
れ
た
主
任
研

究
員
に
よ
り
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
織
し
、
そ
の
他
は
、
内
外

の
中
・
長
期
の
客
員
研
究
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
客
員
研
究

員
に
も
、
研
究
室
が
あ
て
が
わ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る

全
米
の
各
専
門
機
関
へ
の
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
権
を
は
じ
め
、
全

米
の
多
用
な
施
設
を
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

た
。
ま
さ
に
在
外
研
究
者
に
と
っ
て
は
ベ
ス
ト
条
件
で
あ
っ

た
。　
私
は
、
「
戦
争
」
と
い
う
言
葉
を
研
究
テ
ー
マ
に
入
れ
た
せ

い
な
の
か
、
同
研
究
所
の
「
国
家
と
安
全
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
客
員
研
究
員
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
社
会

人
類
学
を
専
攻
す
る
私
に
は
、
当
初
は
、
と
て
も
困
惑
し
た
し

不
安
で
も
あ
っ
た
。

　
同
研
究
所
は
、
冷
戦
構
造
の
ま
っ
た
だ
中
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大

統
領
の
時
代
、
一
九
六
八
年
に
連
邦
政
府
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
。
研
究
所
の
主
な
目
的
は
、
「
東
西
の
社
会
、
経
済
、
文
化

の
総
合
的
研
究
と
東
西
の
研
究
者
交
流
」
に
あ
る
。
中
で
も
、

「
国
家
と
安
全
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
も
っ
と
も
政
治
的
と

い
う
か
現
在
的
｛
悪
く
い
え
ば
き
な
臭
い
｝
と
の
評
判
も
聞
い

て
い
た
の
で
、
不
安
は
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
不
安
は
、
最
初
の
一
月
が
過
ぎ
、
さ
ま
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ざ
ま
な
研
究
員
を
知
り
始
め
る
と
、
し
だ
い
に
解
消
し
て
い
っ

た
。
む
し
ろ
、
日
本
で
は
経
験
で
き
な
い
、
ク
ロ
ス
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
の
世
界
を
垣
間
見
て
、
興
奮
と
刺
激
的
な
毎
日
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
同
研
究
所
の
ス
タ
イ
ル
は
、
な
ん
で
も
い
い

か
ら
一
年
間
、
自
分
の
研
究
し
た
い
こ
と
を
自
身
の
方
法
論
で

研
究
し
、
多
様
な
異
な
る
領
域
の
研
究
者
と
ク
ロ
ス
セ
ッ
シ
ョ

ン
し
な
が
ら
、
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
方
針
に
貫
か
れ
て
い

た
。
異
分
野
の
研
究
者
交
流
そ
の
も
の
に
意
義
が
あ
っ
た
。
建

物
は
四
階
建
て
で
、
約
百
五
十
部
屋
の
個
人
研
究
室
が
あ
り
、

研
究
室
以
外
は
大
小
の
会
議
室
か
ら
な
り
、
い
つ
で
も
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
が
開
催
で
き
る
し
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
付
属
し

て
い
た
。
大
規
模
な
国
際
会
議
は
隣
接
す
る
〈
一
】
］
P
凶
づ
∩
U
Φ
⇒
叶
①
「
〉

で
開
催
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
ほ
ぼ
、
毎
日
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
、
一
週
間
に
一
度
は
、
大
き
な
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
が
、
開
催
さ
れ
て
い
た
。
形
式
は
、
多
様
で
あ
る
が
、
特

色
は
、
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
報
告
者
は
、
肩

書
き
に
と
ら
わ
れ
ず
、
可
能
な
限
り
招
聰
し
て
い
た
し
、
都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
国
際
電
話
で
も
参
加
し
て
い
た
。
例
え

ば
、
七
月
頃
で
あ
っ
た
か
「
中
東
政
策
」
に
つ
い
て
議
論
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
席
に
は
、
中
東
か
ら
招
聰
し
た
研
究
員

が
多
く
参
加
し
現
地
の
緊
張
感
を
伝
え
て
き
た
。
ま
た
、
ワ
ー

East　West　Centerの国際会議風景
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ル
ド
カ
ッ
プ
が
終
り
、
ソ
ウ
ル
か
ら
、
反
米
感
情
が
高
ま
り
始

め
た
頃
、
「
米
軍
基
地
と
反
米
感
情
」
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

日
本
、
イ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
等
、
米

軍
の
展
開
す
る
主
要
な
国
の
基
地
問
題
関
係
者
が
招
聰
さ
れ
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
在
ハ
ワ
イ
米
軍
基
地
内
司

令
施
設
見
学
も
つ
い
て
い
た
。
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
沖
縄
か
ら
き
て
い
た
、
Y

君
と
私
も
沖
縄
の
基
地
問
題
に
つ
い
て
率
直
に
感
想
を
述
べ

た
。
ほ
ぼ
、
こ
の
頃
、
同
時
並
行
し
て
い
た
テ
ー
マ
の
一
つ
に

「
日
本
の
反
米
感
情
」
研
究
が
あ
っ
た
。
「
ポ
チ
保
守
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
め
ぐ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
所
長
、
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
モ
リ
ソ
ン
博
士
、
シ
ェ
ー
ラ
・
ス
ミ
ス
博
士
（
国
際

政
治
学
）
を
は
じ
め
多
様
な
日
本
研
究
者
間
で
、
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
た
。
私
も
、
日
本
で
は
読
ま
な
い
雑
誌
『
諸
君
』
を

読
ま
さ
れ
、
小
林
よ
し
の
り
の
「
反
米
と
い
う
作
法
」
を
ハ
ワ

イ
で
知
り
、
複
雑
な
感
想
を
述
べ
た
。
学
際
性
と
い
う
点
で

は
、
す
べ
て
が
先
端
的
で
あ
っ
た
。
十
一
月
に
な
る
と
、
政
治

学
者
も
ま
じ
え
て
、
比
較
思
想
史
・
日
本
研
究
者
で
あ
る
R
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
博
士
が
、
日
本
映
画
上
映
会
を
開
催
し
た
。
石
原

慎
太
郎
発
言
も
関
係
す
る
の
だ
が
、
石
原
裕
次
郎
の
「
狂
っ
た

果
実
」
か
ら
今
の
若
者
を
描
い
た
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
ま
で
、
英

文
テ
ロ
ッ
プ
で
、
こ
れ
ま
た
、
ハ
ワ
イ
で
み
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
の
分
析
は
、
戦
後
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
崩
壊
か
ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
し
の
時
代
（
確
か

に
裕
次
郎
た
ち
太
陽
族
の
風
俗
は
変
だ
と
思
っ
た
）
、
そ
し
て
、

無
国
籍
化
す
る
現
代
日
本
の
若
者
ま
で
を
う
ま
く
説
明
し
て
い

た
。
と
に
か
く
、
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
構
造
は
縦
横
無
尽
な
の

で
あ
る
。

　
さ
て
、
私
の
本
来
の
研
究
課
題
「
移
民
と
戦
争
の
記
憶
」

は
、
前
出
の
政
治
学
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
と
り

わ
け
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
博
士
（
社
会
人
類
学
）
に
お

世
話
に
な
っ
た
。
か
れ
は
「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
記
憶
」
や

「
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
記
憶
」
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
私

も
、
六
月
頃
よ
り
、
ハ
ワ
イ
在
住
の
沖
縄
系
移
民
の
方
々
に
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
少
し
ず
つ
、
開
始
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
に

は
多
様
な
経
験
の
記
憶
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
三

世
、
「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
」
の
直
後
に
祖
父
と
沖
縄
に
も
ど
り
、

そ
の
後
、
日
本
海
軍
の
特
殊
潜
航
艇
の
乗
員
と
な
る
が
、
幸
運

に
も
帰
還
し
、
戦
後
、
生
ま
れ
故
郷
ハ
ワ
イ
に
帰
米
し
た
方
、

あ
る
い
は
、
や
は
り
、
移
民
三
世
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍

と
し
て
沖
縄
戦
に
参
加
し
た
方
、
あ
る
い
は
、
沖
縄
の
自
決
壕
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か
ら
生
き
延
び
、
戦
後
、
オ
ア
フ
島
で
牧
師
を
さ
れ
て
い
る
方

等
、
人
生
の
宿
命
と
い
う
か
生
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
移
民
地
ハ
ワ
イ
で
は
「
こ
こ
に
幸
あ
り
、
青
い
空
」
と
い
う

日
本
歌
謡
が
、
今
も
根
強
く
愛
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
、
こ

の
歌
の
歌
詞
が
ピ
ッ
タ
リ
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
沖
縄
系
移
民

の
調
査
で
は
、
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
車
で
一
時
間
く
ら
い
に
あ
る

「
ハ
ワ
イ
沖
縄
セ
ン
タ
ー
」
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
、
参
加
し
て
い
た
同
セ
ン
タ
ー
資
料

整
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
往
復
の
ド
ラ
イ
ブ
も
含
め
て
良
い

気
分
転
換
に
な
っ
た
。
オ
ア
フ
島
に
は
H
1
と
よ
ば
れ
る
ハ
イ

ウ
ェ
ー
が
東
西
に
走
っ
て
い
る
。
じ
つ
は
、
私
、
日
本
で
車
の

免
許
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
最
初
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
自
動
車
免
許
取
得
と
中
古
車
の
購

入
で
あ
っ
た
。
六
月
中
場
に
は
免
許
も
車
も
手
に
入
っ
た
の

で
、
左
手
に
真
珠
湾
を
望
み
、
右
手
に
は
、
熱
帯
の
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
リ
ア
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
咲
き
乱
れ
る
丘
を
眺
め
、
ほ
ぼ
毎

日
、
出
る
虹
に
突
っ
込
ん
で
い
く
よ
う
な
初
心
者
運
転
は
爽
快

で
あ
っ
た
。

　
残
字
数
で
、
ハ
ワ
イ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
住
ま
い
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
隣
接
す
る

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
移
民
三
世
の
家
に
下
宿
す
る
こ
と
に
な
っ

沖縄系移民の忘年会にて「ここに幸あり」のウクレレ伴奏
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た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
家
、
ハ
ワ
イ
で
も
屈
指
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
一
家
で
こ
こ
に
出
入
り
す
る
の
は
、
フ
ラ
関
係
者
の
み
。

ま
た
、
こ
の
一
家
は
、
煙
草
、
酒
は
悪
魔
だ
と
思
っ
て
い
る
の

か
厳
禁
。
そ
し
て
、
私
は
、
ど
ち
ら
も
ヘ
ビ
ー
。
ウ
ク
レ
レ
教

室
の
み
交
流
の
た
め
、
お
付
き
合
い
し
た
が
、
フ
ラ
話
に
つ
い

て
い
け
ず
、
と
い
う
よ
り
は
バ
ド
ワ
イ
ザ
ー
が
の
み
た
く
、
煙

草
も
吸
い
た
く
、
研
究
室
で
寝
泊
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

た
だ
、
こ
の
家
で
の
よ
い
経
験
は
、
ア
メ
リ
カ
タ
イ
プ
の
家
族

愛
と
徹
底
し
た
個
人
主
義
だ
っ
た
。
私
の
子
供
と
同
じ
歳
頃
の

子
供
が
い
た
の
で
、
つ
い
つ
い
比
較
し
て
い
た
。
残
り
半
年
後

は
、
東
西
セ
ン
タ
ー
で
、
客
員
研
究
者
用
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

用
意
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
移
動
し
た
。
ツ
イ
ン
タ
イ

プ
の
2
L
D
K
と
い
う
広
さ
で
、
居
ご
こ
ち
も
良
か
っ
た
が
、

一
人
（
ち
な
み
に
在
外
研
究
は
単
身
赴
任
で
あ
っ
た
）
で
は
、

少
し
広
す
ぎ
な
の
で
、
や
は
り
研
究
室
に
泊
ま
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
研
究
室
の
あ
る
フ
ロ
ア
ー
は
、
夜
中
ま
で
い
ろ
ん
な
国

の
研
究
者
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
歓
談
で
き
る
ロ

ビ
ー
が
あ
っ
た
。
い
つ
も
、
そ
こ
が
一
番
、
落
ち
着
く
空
間
で

あ
っ
た
。
研
究
室
で
夜
明
け
前
に
目
が
覚
め
る
と
、
よ
く
、
車

で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
、
時
に
は
、
ビ
ッ
グ
ウ
エ
ー
ブ
で
有

名
な
カ
イ
ル
ア
ビ
ー
チ
の
先
ま
で
行
き
、
三
メ
ー
ト
ル
を
こ
え

右手がEast　West　Center
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る
波
こ
し
に
、
昇
り
来
る
朝
陽
を
み
つ
め
、
観
光
客
の
い
な
い

早
朝
の
ワ
イ
キ
キ
を
走
り
ぬ
け
朝
八
時
ま
で
に
は
出
勤
可
能
で

あ
っ
た
。

　
ハ
ワ
イ
大
学
内
に
は
図
書
館
が
二
箇
所
あ
り
、
い
ず
れ
も
、

太
平
洋
周
辺
諸
地
域
の
蔵
書
は
質
量
と
も
に
充
実
し
て
い
た
。

た
だ
、
一
つ
難
点
は
、
恐
ろ
し
く
寒
い
こ
と
で
あ
る
。
熱
帯
性

気
候
な
の
で
、
蔵
書
保
管
に
は
相
当
の
低
温
に
す
る
必
要
が
あ

る
ら
し
く
、
書
庫
は
、
外
部
の
温
度
と
比
較
す
れ
ば
、
冷
蔵
庫

状
態
で
、
二
時
間
も
い
れ
ば
手
足
が
か
じ
か
ん
で
き
た
。
セ
ー

タ
ー
が
必
要
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
快
適
で
図
書
館

を
で
た
と
こ
ろ
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
よ
く
暇
な
時
間
を
す
ご
し

て
い
た
。
ま
た
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て

ハ
ワ
イ
大
学
ハ
ワ
イ
ア
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
の
校
舎
が
あ
っ
た
の
で

良
く
お
じ
ゃ
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
ハ
ワ
イ
先
住
民
の
歴
史
を
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
に
よ
り
教
育
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
先
住

民
問
題
の
牙
城
で
も
あ
る
。

　
東
西
セ
ン
タ
ー
や
ハ
ワ
イ
大
学
の
あ
る
マ
ノ
ア
と
い
う
場
所

は
山
に
挟
ま
れ
た
扇
状
地
状
の
地
形
で
、
北
側
の
山
に
よ
く
二

重
、
三
重
の
虹
が
で
き
、
時
に
見
惚
れ
て
い
た
。
月
夜
に
は
ム

ー
ン
レ
イ
ン
ボ
ー
（
月
光
に
よ
る
虹
）
が
み
え
る
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
、
こ
れ
を
み
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
そ
う
だ
が
、
結
局
、

難、・
i謙灘灘聾離

蝦
鰹
強
、
、

藪
．

無

　　　嬢　纏爺

UH，　EastWest　centerのあるマノアにかかる虹
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一
度
も
み
れ
な
か
っ
た
。
ハ
ワ
イ
は
癒
し
の
島
な
の
だ
。

　
さ
て
、
今
年
の
夏
に
は
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

で
、
世
界
に
散
ら
ば
る
沖
縄
系
移
民
を
集
い
「
第
一
回
世
界
の

沖
縄
移
民
国
際
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
移
民
の
現
在
を
テ
ー

マ
と
し
結
婚
問
題
か
ら
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ル
や
エ
ス
ニ
シ
テ

イ
議
論
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
、
ハ
ワ

イ
大
学
の
野
球
場
で
、
世
界
の
移
民
に
よ
る
エ
イ
サ
i
大
会
も

催
さ
れ
た
。
こ
の
夏
、
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
ハ
ワ
イ
調
書
合
宿
を

行
い
、
「
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
縦
横
無
尽
研
究

の
再
体
験
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
い
ざ
来
夏
も
癒
し
の
島
の
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
。
マ

ハ
ロ
（
さ
よ
な
ら
、
あ
り
が
と
う
）
。
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